
 本市では，「京都市食品衛生法に基づく管理運営基準に関する

条例」により，飲食店や食品工場等の施設の衛生管理の基準を

定め，食品等事業者に遵守を義務付けています。 

 本条例は，国が示す指針を基に定めていますが，今般，国の

指針が改正されたことを踏まえ，本市においても，より一層の食

品の安全性及び安心な食生活の確保に向け，条例の改正を検

討していますので，市民の皆様からの御意見を募集します。 

 

 

 

 

 

募集期間  平成２６年１２月１５日（月）～平成２７年１月１４日（水）【必着】 

応募方法  郵送，ＦＡＸ，電子メール又はホームページの意見募集フォー 

        ム等により御応募ください。様式は自由ですが，本リーフレット 

        末尾の「御意見応募用紙」も御利用いただけます。 

応募先    〒６０４－８５７１（住所記載不要） 

        京都市保健福祉局保健衛生推進室保健医療課（食品安全担当） 

        電話：０７５－２２２－３４２９ 

        ＦＡＸ：０７５－２２２－３４１６ 

        電子メール：ｈｏｋｅｎｉｒｙｏｕ＠ｃｉｔｙ．ｋｙｏｔｏ．ｊｐ 

        ホームページ：http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/page/0000175810.html 

京都市食品衛生法に基づく 
管理運営基準に関する条例 

 の一部改正に係る市民意見募集について 

御意見をお寄せください！ 

おあがリス 

（京都市食の安全安心 

啓発キャラクター） 

パブコメくん 



○ 食品の製造又は加工における衛生管理の基準に，新たに危害分   
 析・重要管理点方式（ＨＡＣＣＰ）を用いる場合の基準を加えます。 

条例改正の概要 

○ 食品等事業者が，消費者等から，健康被害の情報や健康被害に  

 つながるおそれが否定できない苦情等を受付けた場合は， 保健所 
 に速やかに報告することとします。  

危害分析・重要管理点方式（ＨＡＣＣＰ）とは？ 

ＨＡＣＣＰ：Hazard Analysis（危害分析） and Critical Control Point（重要管理点）の略  
 
 微生物による汚染や金属の混入等の危害を予測したうえで，危害の防止につなが
る特に重要な工程を継続的に監視・記録し，最終製品の抜取検査により検証を行う
工程管理方式のこと。 
 最終製品の抜取検査のみで安全性を確認している従来の基準に比べ，より効果
的に問題のある製品の出荷を未然に防ぐことが可能となるとともに，原因の追及を
容易にすることが可能となる。 

 ・最終製品の抜取検査のみで安全性を確認している従来の基準に比べ，より 
  効果的に問題のある製品の出荷を未然に防ぐことができる。 
 ・食中毒が発生した場合や不良食品が発生した場合の原因の究明，また，問 
  題のある食品の特定，再発防止等を迅速かつ的確に行うことができる。 
 ・食品の衛生管理の国際標準として広く普及している。 

 ⇒ 食品の安全・安心の向上が期待できる。 

危害分析・重要管理点方式（ＨＡＣＣＰ）を導入するメリットは？ 

ハ サ ッ プ  



【報告の対象例】 
 ○ 医師の診断により，食品が原因又はその疑いがあるとされた健康被害について，情報 
    を受けた場合 
 ○ 金属片等の異物，病原微生物，食品の製造に用いられない化学物質等の混入の疑い 
    などについて苦情を受けた場合 
 ○ 自主検査で食中毒菌が検出された等の食品衛生法違反が判明した場合 

 従来の基準に加え，新たに危害分析・重要管理点方式（ＨＡＣＣＰ）を用いて衛生管
理を行う場合の基準を定めます。 
 これにより，食品等事業者は，従来の基準又は危害分析・重要管理点方式（ＨＡＣＣ
Ｐ）による基準のいずれかを選択し，これを遵守することとなります。 
 危害分析・重要管理点方式（ＨＡＣＣＰ）による基準には，実施体制や重要管理点の
設定など，その実施に必要な項目を設けます。 

現行 

従来の基準 

 冷凍食品への農薬混入事案等を踏まえ，保健所が食品衛生上の危険を早期に
探知し，速やかに被害拡大防止対策を講じることができるよう，食品等事業者が消
費者等から食品等に係る健康被害の情報や健康被害につながるおそれが否定で
きない苦情等を受けた場合，速やかにこれを保健所に報告することを義務付ける
規定を新たに設けます。 

改正案 

  
※食品等事業者はいずれか 

  の基準を選択し，遵守 

従来の基準 

危害分析・重要管理点方

式（ＨＡＣＣＰ）による基準 

※ 「京都市食品衛生法に基づく管理運営基準に関する条例」は，食品衛生法に基づき飲食店や食品工 
   場等の施設の衛生管理について必要な基準を定めるものです。この条例の規定に違反した場合，食 
   品衛生法に基づき，許可の取消等の処分を受ける場合があります。 

  
危害分析・重要管理点方式 

（ＨＡＣＣＰ）の実施に必要な項目 

 

・実施体制 

・製造工程の明確化 

・重要管理点と管理基準の設定 

・記録の作成と保存 

                  など 



             

             

★御意見をまとめる際の参考にしますので，差し支えなければ下記の項目に当てはまる  
 番号に「○」を御記入ください。 
【性   別】１ 男性      ２ 女性 
【年   齢】１ ２０歳未満  ２ ２０歳代   ３ ３０歳代     ４ ４０歳代 
         ５ ５０歳代   ６ ６０歳代  ７ ７０歳代以上 
【お住まい等】１ 京都市在住 ２ 京都市通勤・通学（京都市在住除く） 
       ３ １,２以外 

 
●御意見の取扱いについて 

①個人情報については，法令等を遵守し，適切に取り扱います。 
②御提出いただいた御意見の要旨とそれに対する京都市の見解等については，京都市保健医療課のホーム 
 ページで公表します。なお，御提出いただいた御意見に対する個別の回答はできませんので，あらかじ 
 め御了承ください。 

発   行 :京都市保健福祉局保健衛生推進室保健医療課 
発行月 :平成２６年１２月  京都市印刷物第２６４７７３号 

FAX 等で送付いただく場合はこの用紙をお使いください。 

FAX:075-222-3416 

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

御意見応募用紙 

この印刷物が不要になれば 

「雑がみ」として古紙回収等へ！ 


